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創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て

大
宮
キ
ャンパス
を
再
整
備

教
育・研
究
に
よ
る

社
会
貢
献
を
具
現
化
す
る
環
境
へ

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
O

−C
A
M
P
2
0
2
7
」を
始
動

　
芝
浦
工
業
大
学
は
、「Om

iya Cam
pus M

aster 
Plan 2027

」（
略
称
：
O

−

C
A
M
P
2
0
2
7
）

と
い
う
名
称
の
も
と
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
を
再
整

備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
て
い
ま
す
。

1
9
6
6
年
に
開
校
さ
れ
57
年
目
を
迎
え
る
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
工
学
部
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
工
学

部
の
1
・
2
年
生
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
全
学

生
お
よ
び
大
学
院
生
が
学
び
、
部
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
分
野
横

断
・
融
合
型
の
教
育
研
究
と
次
世
代
の
理
工
学
基

盤
教
育
を
担
う
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
O

−

C
A
M
P
2
0
2
7
は
、
2
0
2
7
年
の

創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る
「Centennial SIT Action

」
の
達
成
に
向
け

た
、
重
点
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
後

は
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
施
設
を
段
階
的
に
更

新
・
拡
充
し
、
教
育
研
究
体
制
の
改
組
に
加
え
、

S
D
G
s
、
脱
炭
素
な
ど
を
考
慮
し
、
社
会
貢
献

活
動
、
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
改
善
を
実
現
し
ま
す
。

学
外
連
携
、
あ
る
い
は
地
域
連
携
B
C
P
も
視
野

に
入
れ
た
公
共
的
価
値
を
有
す
る
施
設
の
具
現
化

を
目
指
し
ま
す
。

特
集

1
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［特集1］ 創立100周年に向けて大宮キャンパスを再整備

大宮キャンパス再整備後の
新校舎・オープンエリアのイメージ

※本画像は完成予想図であり実際と異なる場合があります。
※プロジェクトの進捗などについては、本学ウェブサイトで随時情報を公開していきます。

キャンパス北ゾーンに新校舎が誕生。スポーツ健康科学、医工
学、化学系、情報系、環境系の研究施設、新体育館、e-スポー
ツスタジアム、ラーニングコモンズ、社会貢献施設の地域健康
増進センターなどが整備されます。（2025年度完成予定）

大宮キャンパス建築計画概要

計画地：埼玉県さいたま市見沼区深作307番地
基本計画・工事監理：株式会社安井建築設計事務所
基本設計・実施設計・施工：鹿島建設株式会社
敷地面積：144,796.70㎡
建築面積：6,528.00㎡
延床面積：21,664.49㎡
階数：地上7階
工事期間：2024年3月1日～2026年3月31日予定

図書館、3・4・5号館の校舎に囲まれた斜面の
芝生広場は、アウトドアのピクニック気分が味
わえる憩いの交流スペースです。なだらかなス
ロープがキャンパスの奥へと誘います。（2023
年度完成予定）

図書館南側のキャレル（個室）から芝生広場が望
めます。キャレルで課題に集中するもよし、芝生
に寝そべってリラックスしたり、木陰で読書をし
たり、カフェテラスで会話したり出来ます。

オープンエアを楽しめる空間で思う存分開放的
なキャンパスライフを過ごせます。キャンパスす
べてが学習の場でもあり、遊び場でもあります。
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海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る
語
学
力
や

専
門
性
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
学
部
1
年
生
か
ら
参
加
で
き
る
語
学
研
修
か
ら

現
地
協
定
校
の
研
究
室
で
学
ぶ
留
学
な
ど
幅
広
く
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

各プログラムの位置づけ

芝
浦
工
業
大
学
は
文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」

に
私
立
理
工
系
大
学
で
唯
一
採
択
さ
れ
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
す
る
取
り
組

み
が
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
集
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
の
海

外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L

「
P
B
L
」は
、Project Based Learning

の
略
称
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」
や

「
問
題
解
決
型
授
業
」と
訳
さ
れ
ま
す
。
参

加
学
生
は
、
協
定
校
の
学
生
と
協
力
し
、

専
門
分
野
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
対
象
と

し
た
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
夏
休
み
や
春
休
み
を
中
心
に
2

週
間
～
1
ヶ
月
程
度
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
は
短
い
で
す
が
、
限
ら
れ
た
期
間
に

留
学
生
も
含
む
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
英
語

で
議
論
し
、
一
定
の
成
果
を
出
す
こ
と
を

目
指
す
、
芝
浦
工
業
大
学
の
特
色
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
主
に
学
部
2
年
生
以
上

が
対
象
で
す
が
、
1
年
生
か
ら
参
加
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

語
学
研
修

夏
休
み
や
春
休
み
を
利
用
し
た
約
2
週
間

～
1
ヶ
月
の
語
学
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
英
語
授

業
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
が
、

現
地
学
生
と
の
交
流
、
研
究
室
見
学
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含

ん
で
い
ま
す
の
で
、
英
語
力
に
加
え
て
異
文

化
に
触
れ
な
が
ら
国
際
的
な
セ
ン
ス
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
学
部
1
年

生
か
ら
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
た

め
留
学
の
入
門
編
と
し
て
も
最
適
で
す
。

芝
浦
工
大
が
用
意
す
る

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

グローバル
エンジニア
の育成

特集

2
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芝浦工業大学の
海外派遣プログラムは
こちらから

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
本
学
の
協
定
校
や
関
連
組

織
が
主
催
す
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
芝
浦
工
業
大

学
で
は
、
学
生
の
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
返

還
の
必
要
が
な
い
給
付
奨
学
金
制
度
も
整
備
し
て

い
ま
す
。
公
式
W
e
b
サ
イ
ト
の
情
報
を
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

ま
た
、
今
夏
も
多
く
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
P
B
L
と
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
様
子
を

お
届
け
し
ま
す
。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ

日
系
企
業
や
外
資
系
企
業
が
世
界
各
国
に

設
け
る
オ
フ
ィ
ス
・
研
究
施
設
・
工
場
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
す
。
外

国
人
の
習
慣
・
発
想
・
考
え
方
を
学
び
、
多

様
な
価
値
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
主
に
学
部
2
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

交
換
留
学

交
換
留
学
は
主
に
3
年
生
以
上
が
対
象
の

授
業
履
修
型
と
、
4
年
生
以
上
が
対
象
の

研
究
室
配
属
型
が
あ
り
ま
す
。
授
業
履
修

型
で
は
、
専
門
科
目
を
中
心
に
協
定
校
で

英
語
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業
を
履
修
し
ま

す
。
研
究
室
配
属
型
で
は
、
研
究
テ
ー
マ

に
応
じ
て
海
外
大
学
の
研
究
室
に
所
属

し
、
現
地
の
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

グローバルエンジニアの育成
特集

2
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P
B
L
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」
や
「
問
題
解

決
型
授
業
」
と
訳
さ
れ
、
協
定
校
の
学
生
と
協
力
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
回
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・

ハ
ノ
イ
で
、
建
築
学
科
・
蟹
澤
研
究
室
と
志
手
研
究
室

が
合
同
で
実
施
し
た
建
築
生
産
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

密
着
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
あ
る
交
通
運
輸
大

学
（University of Transport and Com

m
unications

）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
運
輸
大
学
は
、
1
9
6
2
年

に
設
立
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
国
立
大
学
で
あ
り
、
12
の

学
部
と
約
2
4,
0
0
0
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
首
都
ハ
ノ
イ
と
経
済
の
中
心
地

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
2
つ
あ
り
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
23
人
、
交
通
運
輸
大
学
か
ら
は
20
人
の
合

計
43
人
の
学
生
が
9
月
16
日
か
ら
9
月
25
日
ま
で
の
約
10

日
間
の
日
程
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、
2
0
2
3
年
開
業

予
定
の
ハ
ノ
イ
都
市
鉄
道
3
号
線
の
交
通
運
輸
大
学
最

ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
と
混
合
の
チ
ー
ム
で

行
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

参
加
し
た
約
40
人
の
学
生
は
、
両
大
学
混
合
の
6

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
は
英
語
で
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
お
り
、
言
葉
や
文
化
の
壁
を
超
え
チ
ー
ム
と
し

て
協
力
し
な
が
ら
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
中
の
日
程
で
は
、
1
日
の
始
ま
り
に
ベ
ト
ナ
ム
式
の

グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L

密
着
レ
ポ
ー
ト 

in 

ベ
ト
ナ
ム
！

R
ep

o
rt1

ワークショップの様子

寄
り
駅
で
あ
る
カ
ウ
ザ
イ
駅
周
辺
を
B
I
M（Building 

Inform
ation M

odeling

）
で
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
駅
や

周
辺
の
環
境
維
持
・
管
理
・
運
用
を
含
め
た
提
案
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

ベトナム初の都市鉄道の視察 ベトナムの歴史的建造物の視察
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講
堂
で
の
最
終
発
表

交
通
運
輸
大
学
内
に
あ
る
講
堂
で
最
終
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
通
運
輸
大
学
の
副
学
長
や
ハ
ノ
イ
運
輸

局
の
方
も
来
ら
れ
て
お
り
、
学
生
の
発
表
内
容
へ
の
期

待
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
発
表
前
に

は
ベ
ト
ナ
ム
建
設
省 

建
設
経
済
研
究
所
の
方
か
ら
の
講

演
も
あ
り
、
学
生
た
ち
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

発
表
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
多
い
二
輪
バ
イ
ク
の
交
通

状
況
を
考
慮
し
た
駅
周
辺
施
設
の
開
発
の
提
案
な
ど
、

各
チ
ー
ム
が
検
討
し
た
内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
動

画
で
3
D
モ
デ
リ
ン
グ
を
作
成
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の
内

容
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
も
発
表
内
容
を
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

BIMでモデリングを作成中の学生

発表を聴講する（左から）建築学科　志手教授、蟹澤教授

最終発表を行った講堂での記念撮影

体
操
を
し
て
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
お
決
ま
り
に
な
っ

て
お
り
、
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

グローバルエンジニアの育成
特集

2
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ま
た
、
初
め
て
の
土
地
で
一
人
で
生
活
し
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
適
応

能
力
や
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
将

来
の
目
標
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
像
が
掴
め
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

現
場
で
の
品
質
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
参
加
し
た
現
場
は
、
多
国

籍
の
ス
タ
ッ
フ
と
作
業
員
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

日
系
企
業
や
外
資
系
企
業
が
世
界
各
国
に
設
け
る
オ

フ
ィ
ス
・
研
究
施
設
・
工
場
な
ど
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
五
洋
建
設
株
式
会
社

の
建
設
現
場
で
2
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え

た
工
学
部
土
木
工
学
科
3
年
・
前
田
麗
さ
ん
に
感
想
を

伺
い
ま
し
た
。

土木工学科3年・前田麗さん

測量部隊との測量実習時の様子

―
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

海
外
で
「
も
の
づ
く
り
」
を
す
る
と
い
う
将
来
的
な

目
標
が
あ
り
ま
す
。
大
学
2
年
生
の
時
に
参
加
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
P
B
L
で
タ
イ
に
行
っ
た
こ
と
が
初
め
て
の

海
外
経
験
で
し
た
。
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
は
、
日

本
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
匹
敵
す
る
激
し
い
ス
コ
ー
ル
が
頻

発
し
ま
す
。
ス
コ
ー
ル
が
降
り
終
わ
る
と
、
道
路
は
冠

水
し
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
況
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
に
参
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
先
進
国
・
発
展
途
上
国
に
関
わ
ら
ず
、
日
本

の
技
術
力
で
世
界
中
の
人
々
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ

た
い
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学

部
生
な
が
ら
海
外
で
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
携
わ
れ
る

経
験
は
め
っ
た
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
応
募
し
ま
し
た
。

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
感
想
を
教
え
て

く
だ
さ
い

大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
2
週
間
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
、
海
外
の
建
設
現
場
の
全
体
像
を
知
る
事
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
部
署
で
働
く
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
異
動
し
な
が
ら
学
べ
た
こ
と

に
よ
り
、
広
い
視
点
か
ら
海
外
現
場
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

現場の掘削機が
地面から出てきた瞬間

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

R
ep

o
rt2
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安
全
か
つ
安
心
な
構
造
物
を
建
設
す
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
頻
繁
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
作
業
前
、

作
業
中
、
作
業
後
に
検
査
や
テ
ス
ト
を
行
い
、
ま
た
そ
の

結
果
を
す
ぐ
に
社
内
携
帯
ア
プ
リ
で
相
互
に
報
告
し
て
い

ま
し
た
。
異
な
る
文
化
を
持
ち
、
異
な
る
国
か
ら
働
き
に

来
て
い
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
建
設
手
順
に
沿
っ
て

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
感
じ
た
自
身
の
課
題
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

専
門
科
目
の
知
識
、
土
木
に
関
す
る
勉
強
が
足
り
て

い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
図
面
や
配
布
資
料
に
は
分
か

ら
な
い
単
語
が
多
く
あ
り
、
翻
訳
サ
イ
ト
で
調
べ
、
資

料
に
書
き
込
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
2
週
間
で
理
解
を
深
め
る
に
は
時
間
が

足
り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
学
部
3
年
生
の
段
階
で

こ
の
こ
と
に
気
づ
け
た
の
は
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？

語
学
力
が
課
題
で
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
方
と
お
話
し

た
時
に
、
会
話
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
ず
、
そ
の
場

で
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
等

に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
ま
た
質
問
を
し
た
際
に
、
聞
き
た
か
っ
た
こ
と

と
は
違
う
返
答
が
返
っ
て
き
て
、
会
話
の
ラ
リ
ー
が
続
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
地
の
方
と
話
す
時
は
、
相
手
に
正
確

に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
よ
り
、
相
手
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う

か
が
大
切
だ
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
成
長
し
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

受
け
身
の
姿
勢
を
や
め
て
、
積
極
的
に
動
き
質
問
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私

自
身
、
人
見
知
り
で
、
人
の
顔
色
を
伺
う
の
が
癖
で
す
。

ま
し
て
や
、
外
国
の
社
会
人
の
方
と
お
話
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
私
一
人
し

か
い
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
担
当
の
方
や

作
業
員
の
方
が
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
て
、
何
か
疑
問

が
あ
っ
た
ら
社
内
チ
ャ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
で
い
つ
で
も
聞
い

発破した際に出た花崗岩を触っている前田さん

て
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
の
お
陰

で
、
気
兼
ね
な
く
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
質
問
し
た
後
に
、
今
後
の
勉
強
に
役
立
て
て
と
質
問

内
容
に
関
す
る
教
科
書
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優

し
い
方
々
に
恵
ま
れ
て
の
び
の
び
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

―
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
後
輩
に
勧
め
ま
す
か
？　

将
来
的
に
海
外
で
働
い
て
み
た
い
方
や
、
日
本
と
比
べ

て
規
模
の
大
き
い
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
み
た
い
、
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
は
お
勧
め
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
建
設
業
界
で
は
、
構
造
物
を
新
た
に
建

て
る
よ
り
も
、
維
持
管
理
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
新
規
に
構
造
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
多
い
海
外

は
、
と
て
も
新
鮮
で
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
圧
倒
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
日
本
人
以
外
と
働
く
こ
と
で
、
自
分

と
は
異
な
る
価
値
観
や
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分
の

将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
方
は
、
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

現場の掘削機が
地面から出てきた瞬間

グローバルエンジニアの育成
特集

2
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感
染
症
や
が
ん
の
罹
患
を
確
定
判
断
す
る
た
め

に
は
、
病
変
組
織
を
直
接
採
取
し
て
診
断（
生
検
、

バ
イ
オ
プ
シ
ー
）
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
侵
襲
性
の
高
さ
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
生
検
に
代
わ
っ
て
、
血
液
や
尿
な
ど
、

低
侵
襲
で
採
取
で
き
る
体
液
を
検
体
と
す
る
「
リ

キ
ッ
ド
バ
イ
オ
プ
シ
ー
」
に
よ
る
検
査
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
二
井
信
行
教
授
は
、
体
液
か
ら
短
時

間
で
D
N
A
を
濃
縮
し
、
さ
ら
に
診
断
に
有
用
な

D
N
A
を
選
別
し
つ
つ
効
率
的
に
分
離
・
精
製
す

る
技
術
と
装
置
を
開
発
し
た
。　

SIT Academic Column

尿リキッドバイオプシーを実現する
DNA 抽出技術
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SIT Academic Column 尿リキッドバイオプシーを実現するDNA 抽出技術

　
が
ん
や
伝
染
病
へ
の
罹
患
の
有
無
の
判
断
基
準

と
な
る
が
ん
細
胞
や
病
原
体
由
来
の
D
N
A
を
、

血
液
（
血
漿
）
や
尿
か
ら
取
り
出
す
時
に
最
も
問

題
に
な
る
の
は
、
D
N
A
の
回
収
率
が
低
い
こ
と

だ
。
特
に
D
N
A
が
短
鎖
（
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
）

な
も
の
は
回
収
が
難
し
く
な
る
。
腫
瘍
細
胞
や
微

生
物
由
来
の
D
N
A
は
、
正
常
な
体
細
胞
の

D
N
A
よ
り
も
体
液
中
で
断
片
化
し
や
す
く
、
か

つ
微
量
の
た
め
、
現
行
の
検
査
シ
ス
テ
ム
で
は
、

効
率
良
く
D
N
A
を
集
め
て
精
製
、
分
析
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
っ
た
。

　

一
般
的
に
、
核
酸
（
D
N
A
や
R
N
A
）
を

精
製
す
る
に
は
、
核
酸
が
特
定
の
固
相
に
吸
着
す

る
性
質
（
親
和
性
）
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し
た

「
固
相
抽
出
法
」
が
主
流
だ
。
し
か
し
、
親
和
性

は
D
N
A
が
長
鎖
な
ほ
ど
高
い
と
い
う
性
質
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
固
相
抽
出
法
で
は
、
長
鎖
で
疾

病
の
情
報
に
乏
し
い
D
N
A
が
も
っ
ぱ
ら
抽
出

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
厄
介
な
結
果
と
な
り
が
ち

で
あ
る
。

　

 「
そ
こ
で
、
電
気
泳
動
法
を
用
い
て
D
N
A
を

回
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
D
N
A
に
は
負
電

荷
が
あ
り
、
＋
極
に
向
か
っ
て
移
動
す
る
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。
電
気
泳
動
法
で
は
、
D
N
A
の

大
き
さ
に
関
係
な
く
、
同
じ
力
で
引
き
寄
せ
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
移
動
速
度
に
は
差

が
あ
り
、
D
N
A
の
サ
イ
ズ
が
長
く
大
き
い
ほ
ど

遅
く
動
き
、
D
N
A
が
短
く
小
さ
い
ほ
ど
速
く
動

き
ま
す
。
こ
の
挙
動
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と

で
、
短
鎖
D
N
A
だ
け
を
回
収
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
」。

　

電
気
泳
動
法
は
、
D
N
A
の
鎖
長
な
ど
、
高

分
子
の
分
子
量
を
知
る
た
め
に
広
く
用
い
ら
れ
て

い
る
方
法
だ
。
し
か
し
、
二
井
研
究
室
で
は
、
電

気
泳
動
法
に
「
等
速
電
気
泳
動
」
と
い
う
少
し
違

う
方
法
を
組
み
合
わ
せ
た
。
等
速
と
い
う
言
葉
か

ら
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
電
気
泳
動
の
条
件
を
工

夫
す
る
こ
と
で
、
D
N
A
の
サ
イ
ズ
に
関
わ
ら

ず
、
同
じ
速
度
で
移
動
さ
せ
る
方
法
だ
。
こ
れ
を

利
用
す
る
と
、
鎖
長
に
か
か
わ
ら
ず
D
N
A
を

一
カ
所
に
濃
縮
で
き
る
。

が
ん
や
病
原
体
由
来
の
D
N
A
を

簡
単
に
抽
出
で
き
れ
ば
検
査
が
容
易
に

目
的
の
D
N
A
だ
け
を
取
り
出
せ
る

「
過
渡
的
等
速
電
気
泳
動
法
」を
開
発

→ →
濃縮(泳動前) 分離

先導イオン (LE) 短鎖/長鎖DNA終局イオン (TE)

泳動開始前 濃縮 分離 抽出

過渡的等速電気泳動法。従来の電気泳動法の前段に、等速電気泳動を過渡的に生じさせる方法の総称。

■ DNAの濃縮操作と分離操作を統合
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 「
等
速
電
気
泳
動
法
だ
け
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

サ
イ
ズ
の
D
N
A
が
無
差
別
に
集
ま
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
等
速
電
気
泳

動
法
に
よ
っ
て
D
N
A
を
一
カ
所
に
集
め
て
濃

縮
し
た
後
に
、
通
常
の
電
気
泳
動
法
に
切
り
替
わ

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。
す
る
と
長
い
D
N
A

は
遅
く
な
り
、
一
方
で
短
い
D
N
A
が
速
く
動

く
よ
う
に
な
り
ま
す
」。

　

つ
ま
り
、
ま
ず
等
速
電
気
泳
動
法
で
D
N
A

を
濃
縮
し
て
お
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
通
常
の
電

気
泳
動
法
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
速
く
動
い
て
い

く
短
い
D
N
A
だ
け
を
回
収
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
だ
。
こ
の
、
等
速
電
気
泳
動
法
と
電
気
泳

動
法
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
過
渡
的
等
速
電
気

泳
動
法
」
を
利
用
し
、
短
鎖
D
N
A
だ
け
を
選

択
的
に
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
井
研
究
室
で
は
、こ
の
過
渡
的
等
速
電
気
泳

動
法
に
よ
る
D
N
A
の
濃
縮
と
分
離
の
プ
ロ
セ

ス
を
よ
り
実
施
し
や
す
く
す
る
た
め
の
も
う
ひ
と

つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
開
放
型
の
流
体
デ
バ
イ

ス
を
開
発
し
た
。
従
来
、
電
気
泳
動
は
、
寒
天
な

ど
の
ゲ
ル
の
板
材
や
、
ガ
ラ
ス
の
細
管
、
マ
イ
ク

ロ
流
路
（
実
は
こ
れ
も
二
井
研
究
室
の
専
門
）
で

行
わ
れ
て
い
た
。
電
気
泳
動
を
妨
げ
る
拡
散
現

象
と
電
気
浸
透
流
を
抑
え
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
ゲ
ル
板
材
や
細
管
内
で
、
D
N
A
を
濃
縮

し
た
り
分
離
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
分

離
後
に
D
N
A
を
取
り
出
す
と
い
う
操
作
が
難

し
い
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
従
来
の
細
管
を
「
雨
ど
い
」
の
よ
う

な
開
放
型
に
す
れ
ば
、
ゲ
ル
中
で
分
離
し
た

D
N
A
を
容
易
に
取
り
出
せ
る
。
そ
し
て
、
そ

も
そ
も
等
速
電
気
泳
動
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、

２
種
類
の
緩
衝
液
で
、
検
体
を
両
側
か
ら
挟
む
よ

う
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
3
種
類
の

液
体
に
よ
る
3
層
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
細
い
管
の
よ
う
な
閉
空
間
で
液
体

を
3
層
の
状
態
に
す
る
の
は
、
準
備
に
手
間
が
か

か
る
大
変
な
作
業
だ
。

　
「
3
重
の
緩
衝
液
の
カ
ク
テ
ル
を
作
る
こ
と
も

で
き
ま
し
ょ
う
が
、
1
回
の
検
査
ご
と
に
そ
れ
を

や
る
の
は
酷
で
す
。
私
が
開
発
し
た
『
オ
ー
プ
ン

流
路
装
置
』
を
使
え
ば
、
仕
切
り
を
し
て
お
い
て

上
か
ら
同
時
に
液
体
を
入
れ
る
こ
と
で
、
液
体
が

検
査
技
術
の
開
発
に
加
え
て
、

検
査
の
助
け
と
な
る
装
置
ま
で
も
開
発

→ →
濃縮(泳動前) 分離

先導イオン (LE) 短鎖/長鎖DNA終局イオン (TE)

泳動開始前 濃縮 分離 抽出

疾病由来DNAの短い断片を、容易かつ簡便に分離・抽出するために「開放型動的再構成流体システム」を設計。
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混
ざ
ら
な
い
ま
ま
3
層
で
も
10
層
で
も
簡
単
に
作

れ
ま
す
。
検
査
時
に
自
動
で
層
を
作
り
、
等
速
電

気
泳
動
法
に
対
応
で
き
れ
ば
、
実
用
的
な

D
N
A
分
離
法
に
な
り
ま
す
」。

　
二
井
教
授
は
、
留
学
先
の
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
お
い
て
過
渡
的
等
速
電
気
泳
動
を
学

び
体
験
し
た
。
そ
の
時
、
血
漿
の
等
速
電
気
泳

動
が
極
め
て
不
安
定
に
な
る
現
象
に
直
面
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
等
速
電
気
泳
動
を
効
率

的
に
行
え
る
開
放
型
流
体
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し

た
。
こ
の
手
法
を
用
い
て
、
P
C
R
検
査
で
は

陽
性
と
な
ら
な
か
っ
た
結
核
患
者
の
血
漿
か
ら
、

結
核
菌
由
来
の
D
N
A
を
検
出
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

　
現
在
、
二
井
研
究
室
で
は
検
査
対
象
を
、
含
ま

れ
る
D
N
A
量
が
血
漿
よ
り
も
少
な
い
尿
に
ま

で
広
げ
て
、
よ
り
効
率
的
に
分
離
・
回
収
す
る
方

法
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
実
は
尿
か
ら

D
N
A
を
分
離
・
回
収
す
る
の
は
、
血
漿
よ
り

も
ず
っ
と
困
難
だ
。
と
い
う
の
も
、
尿
に
含
ま
れ

る
D
N
A
は
微
量
な
の
で
で
き
る
限
り
多
い
量

を
使
い
た
い
が
、
大
量
の
尿
を
そ
の
ま
ま
泳
動
路

に
入
れ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
可
能
な
限
り

D
N
A
を
ロ
ス
し
な
い
よ
う
に
予
備
濃
縮
を

行
っ
て
、
過
渡
的
等
速
電
気
泳
動
を
適
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
最
適
化
し
、

濃
縮
状
況
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
泳
動
条
件
や
予

備
濃
縮
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
、
血
漿
で
は
な
く
、
よ
り
低
侵
襲
な
検
体
で
あ

る
尿
で
効
率
的
に
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
患
者
に
貢

献
で
き
ま
す
。
研
究
の
た
め
と
は
い
え
、
結
核
患

者
の
尿
を
集
め
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
結
核
専
門
病
院
の
方
々
に
も
、
私
た
ち
の

技
術
を
知
っ
て
も
ら
い
、
臨
床
試
験
が
行
え
る
よ

う
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」。

2003年 東京大学工学系研究科情報工学専攻、
ミシガン大学バイオメディカル工学科 研究員、東
京電機大学総合研究所助教を経て、芝浦工業
大学、工学部機械工学科教授。2018年スタン
フォード大学客員研究員。（マイクロ）流体デバイ
スと関連技術を研究。研究対象は主に細胞だ
が、DNAなどにも対象を広げている。患者にや
さしい、より簡便な方法を見つけることをモットー
に開発を行っている。

二井 信行 教授
工学部
機械工学科

profile

患
者
の
負
担
を
も
っ
と
減
ら
せ
る

尿
か
ら
の
D
N
A
抽
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

SIT Academic Column 尿リキッドバイオプシーを実現するDNA 抽出技術
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卒業生の「今」

最新の電力設備で、安全運行を支える

超電導リニアという世界初の技術で注目を集めるＪＲ東海中央新幹線建設部に所属する伊井敬弘さんは、列車に電気を供
給する電力設備の設計・工事・管理などを担当している。「自分が設計したものが動くのが楽しい」と言う伊井さんは、鉄
道の安全運行を支える仕事に手応えを感じながら、技術者としてより進化するため、研鑽を重ねている。

創立以来10万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

　

医
療
系
の
方
が
研
究
分
野
に
は
近
か
っ

た
が
、
時
間
が
正
確
で
安
全
運
行
に
定
評

の
あ
る
日
本
の
鉄
道
の
技
術
に
も
興
味
を

持
っ
た
。
さ
ら
に
、
超
電
導
リ
ニ
ア
と
い
う

世
界
初
の
技
術
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
大
き

な
魅
力
を
感
じ
、
中
央
新
幹
線
の
開
通
を

目
指
す
J
R
東
海
に
入
社
し
た
。

● �

自
分
た
ち
が
考
え
た
も
の
が 

実
際
に
動
く
の
が
楽
し
い

　

現
在
、
伊
井
さ
ん
が
担
当
し
て
い
る
仕

事
は
、
電
力
設
備
の
設
計
・
工
事
・
管
理

な
ど
だ
。
自
分
た
ち
で
設
備
の
動
か
し
方

や
ス
ペ
ッ
ク
を
考
え
、
実
際
に
機
器
を
製

作
す
る
メ
ー
カ
ー
と
検
討
を
重
ね
、
設
備

を
組
み
立
て
て
い
く
。
伊
井
さ
ん
は
、「
こ

● �
超
電
導
リ
ニ
ア
に
ひ
か
れ

J
R
東
海
に
入
社

　

大
学
院
で
電
気
電
子
情
報
工
学
を
学
ん

で
い
た
伊
井
さ
ん
は
、
就
職
先
と
し
て
医

療
系
と
鉄
道
系
の
２
分
野
を
考
え
て
い
た
。

ど
ち
ら
も
、「
世
の
中
の
多
く
の
人
に
貢
献

で
き
る
」
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。

　

大
学
・
大
学
院
を
通
し
て
同
じ
研
究
室

に
所
属
し
、
プ
ロ
テ
イ
ン
チ
ッ
プ
を
使
っ
た

解
析
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

シ
リ
コ
ン
基
盤
の
上
に
プ
ラ
ズ
マ
放
電
に

よ
っ
て
膜
を
作
り
、
膜
上
に
特
定
の
病
気
に

反
応
す
る
た
ん
ぱ
く
質
を
吸
着
さ
せ
、
そ

こ
に
血
液
を
垂
ら
す
こ
と
で
病
気
を
特
定

す
る
チ
ッ
プ
を
作
成
、
解
析
す
る
と
い
う
地

道
な
研
究
だ
。

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
自
分
た
ち
が
考
え

た
も
の
が
実
際
に
動
く
の
を
見
る
の
は
本

当
に
楽
し
い
」
と
言
う
。

　

最
初
に
大
き
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
、
成

功
さ
せ
た
の
は
東
海
道
新
幹
線
の
設
備
更

新
を
担
当
す
る
部
署
で
仕
事
を
し
て
い
た

入
社
4
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
滋
賀
の
変

電
所
の
老
朽
化
し
た
電
気
設
備
を
最
新

の
も
の
に
入
れ
替
え
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
工
事
期
間
は
２
年
。
他
の
２
人
の
技

術
者
と
と
も
に
、
電
気
工
事
の
設
計
図
を

書
き
、
工
事
会
社
や
協
力
メ
ー
カ
ー
と
と

も
に
設
備
を
入
れ
替
え
、
運
用
試
験
を
頻

繁
に
行
っ
た
。「
J
R
東
海
は
大
き
な
組

織
な
の
で
、
経
験
の
少
な
い
自
分
に
大
き

な
仕
事
を
任
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
い
た
」

と
い
う
伊
井
さ
ん
は
、
滋
賀
と
神
奈
川
の

伊井 敬弘さん

東海旅客鉄道株式会社
中央新幹線推進本部 
中央新幹線建設部 
電気工事部主任
2012年３月
電気電子情報工学専攻修了
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Ii Takahiro

い
と
ダ
メ
だ
よ
。
安

易
な
改
善
策
で
は
な

く
、
失
敗
の
原
因
を

と
こ
と
ん
追
求
し
て
、

根
っ
こ
の
問
題
を
改

善
す
る
策
を
考
え
よ

う
」
と
静
か
に
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
て
か
ら

は
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
対
応
策
で
は
な
く
、

何
が
悪
か
っ
た
の
か
を

と
こ
と
ん
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

上
司
に
も
励
ま
さ

れ
た
。「
技
術
者
に

と
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を

経
験
す
る
こ
と
は
大

事
な
こ
と
。
身
を
も
っ

て
経
験
し
て
得
た
知

識
は
将
来
き
っ
と
役

に
立
つ
」
と
言
わ
れ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ

な
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
苦
労
し
な
が
ら
も
電
気
設

備
の
入
替
え
工
事
は
完
了
し
、
安
全
に
列

車
を
運
行
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
試
験
が

行
わ
れ
た
。
伊
井
さ
ん
は
、「
自
分
た
ち
が

作
り
上
げ
た
変
電
設
備
か
ら
電
気
を
供
給

さ
れ
た
列
車
が
、
お
客
様
を
乗
せ
目
の
前

を
通
る
の
を
見
た
時
は
、
ほ
っ
と
安
心
し

た
」
と
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
当
時
を
振

り
返
る
。

仕
事
場
を
往
復
し
な
が
ら
、
着
々
と
工
事

を
進
め
て
い
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
。
計

画
し
て
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
結
果
を
評

価
し
て
、
悪
い
点
が
あ
っ
た
ら
改
善
す
る

と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
メ
ソ
ッ
ド
は
、
学
生
時
代

の
研
究
で
染
み
付
い
た
や
り
方
だ
が
、
実

際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
は
悩
み
、
落

ち
込
む
。
そ
の
時
に
伊
井
さ
ん
が
思
い
出

す
の
が
、
学
部
時
代
の
研
究
室
で
先
輩
に

言
わ
れ
た
言
葉
だ
。「
研
究
は
突
き
詰
め
な

● �

技
術
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し 

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
経
験

　

伊
井
さ
ん
は
メ
ー
カ
ー
に
２
年
半
出
向

し
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
も
経
験
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
「
こ
う
い
う
設
備
を
作
る
の

で
、
こ
う
い
う
ス
ペ
ッ
ク
の
も
の
が
欲
し
い
」

と
メ
ー
カ
ー
に
発
注
す
る
側
で
あ
る
一
方
、

メ
ー
カ
ー
は
そ
の
要
望
に
合
わ
せ
て
最
適
な

機
器
を
提
案
し
て
、
実
際
に
作
成
す
る
側

だ
。
伊
井
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
機
器
の
発

注
と
開
発
の
過
程
で
メ
ー
カ
ー
と
話
し
合
い

を
繰
り
返
し
、
設
備
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

「
技
術
者
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
、
勉
強
し
て
き
て
ほ
し
い
」
と
上
司
か
ら

送
り
出
さ
れ
た
が
、
出
向
先
で
も
仕
事
の

違
い
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、新
し
い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

部
品
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
選
定
し
、
図
面
を
書

い
て
設
備
を
組
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
ゼ
ロ

ス
タ
ー
ト
の
も
の
づ
く
り
の
す
ご
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
メ
ー
カ
ー
視
点
の
性
能

試
験
の
考
え
方
も
新
鮮
で
、「
面
白
く
て
勉

強
に
な
っ
た
」
と
言
う
。

● �
技
術
者
と
し
て
の
進
化
と 

部
下
の
育
成
に
注
力

　

伊
井
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
、「
後
進
の

育
成
だ
」
と
言
う
。
主
任
に
な
っ
て
３
人
の

部
下
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
部
下
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
職
場

に
は
芝
浦
工
業
大
学
出
身
者
が
多
く
、
そ

の
環
境
に
育
て
ら
れ
た
の
で
、
次
は
自
分

が
育
て
る
側
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業

を
大
目
標
に
掲
げ
、
自
分
の
技
術
力
の
進

化
も
目
指
し
て
い
る
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
に
は
た
く
さ
ん
の
新
し
い
技
術
が
必
要

で
、
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
伊
井
さ
ん
は
、
新
た
な
挑

戦
が
技
術
者
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る
と

信
じ
、
自
分
の
力
を
活
か
す
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
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SIT NEWS芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

　
世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る
伊
東
豊
雄

氏
の
初
期
の
作
品
を
展
示
す
る
「
伊
東

豊
雄
の
挑
戦 1971-1986
」
が
豊
洲

キ
ャ
ン
パ
ス
有
元
史
郎
記
念
校
友
会
館

交
流
プ
ラ
ザ
で
9
月
28
日
か
ら
10
月
29

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
東
氏
が
30
歳
で
事
務
所
を
開
設
さ

れ
た
時
期
の
作
品
、「
中
野
本
町
の
家
」

や
「
東
京
遊
牧
少
女
の
包
」
の
一
次
資

料
（
ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
た
設
計
図
面

や
ス
ケ
ッ
チ
）
を
中
心
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
代
の
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ

や
図
面
・
模
型
な
ど
は
今
後
カ
ナ
ダ
の

C
C
A
（Canadian Centre for 

Architecture

）
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
寄
贈
の
前
に
日
本
で

観
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
多
く

の
方
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
9
月
29
日
に
は
「
人
は
何
故
建
築
を

つ
く
る
の
だ
ろ
う
」
と
題
し
た
伊
東
氏

の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
多
く
の
学
生

が
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。
10
月
26
日
に
は
伊
東

　
9
月
24
日
に
第
8
回
芝
浦
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
以
下
、

S
B
M
C
）
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ

を
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
方
を
対
象
と
し
た
曝
露
療
法
Ｖ
Ｒ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
と
提
供
を

提
案
し
た
チ
ー
ム
「
リ
ボ
ン
ア
ー
キ
テ

ク
ツ
」
が
、
実
現
性
の
高
さ
や
人
に
寄

り
添
っ
た
課
題
で
あ
る
点
を
高
く
評
価

さ
れ
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
優

秀
賞
に
、
誤
情
報
分
析
ア
プ
リ
を
提
案

し
た
「Ow

l Shield

」、
コ
ン
ビ
ニ
の

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
情
報
共
有

ア
プ
リ
を
提
案
し
た
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
S
B
M
C
は
芝
浦
工
業
大
学
が
主
催

し
、
学
生
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
考
案
と
実
現
の
支
援
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
8
回
目
と
な
る
今
回
は
、

『
技
術
と
ア
イ
デ
ア
で
社
会
課
題
を
解

決
し
よ
う
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
募
集
し
、
応
募

総
数
72
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
書
類
選
考

を
通
過
し
た
10
チ
ー
ム
が
フ
ァ
イ
ナ
ル

氏
、
石
田
敏
明
氏
、
妹
島
和
世
氏
、
東

建
男
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
苦

難
の
時
代
を
語
る
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
S
B
M
C
の
も
う
ひ
と

つ
の
特
徴
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・

団
体
か
ら
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。
第
8

回
S
B
M
C
で
は
6
本
の
企
業
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
外
部
か
ら
の
支
援

も
活
か
し
な
が
ら
、
入
賞
者
に
対
す
る

継
続
的
な
支
援
を
提
供
し
、
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
涵
養
、
新
事
業
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
伊
東
豊
雄
の
挑
戦 1971-1986

」展 

開
催

芝
浦
工
業
大
学

曝
露
療
法
に
V
R
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

S
B
M
C
最
優
秀
賞
に
選
出

最優秀賞を受賞したリボンアーキテクツのメンバー

展示「伊東豊雄の挑戦 1971-1986」 レクチャー「人は何故建築をつくるのだろう」
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10
月
14
日
、
第
1
0
0
回
東
京
箱
根

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）

の
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、
芝
浦
工
業
大

学
駅
伝
部
が
23
位
（
57
チ
ー
ム
出
場
）

に
な
り
ま
し
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
を
ス
タ
ー

ト
し
、
立
川
市
街
地
、
国
営
昭
和
記
念

公
園
を
走
り
抜
け
る
全
長
約
21
k
m
の

コ
ー
ス
を
上
位
10
人
の
合
計
タ
イ
ム
で

競
い
ま
す
。
節
目
の
第
1
0
0
回
大
会

と
な
っ
た
今
回
は
全
国
に
門
戸
が
開
か

れ
、
参
加
チ
ー
ム
数
は
過
去
最
多
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
4
年
ぶ
り
に
有
観

客
で
の
開
催
と
な
り
、
本
学
か
ら
も

O
B
・
O
G
を
中
心
に
応
援
団
が
駆
け

付
け
、
沿
道
か
ら
選
手
た
ち
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
昨
年
の
第
99
回
大
会
で
の

記
録
を
9
分
以
上
更
新
す
る
10
時
間

50
分
14
秒
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
個
人

順
位
で
は
、
橋
本
章
央
さ
ん
（
環
境
シ

ス
テ
ム
学
科
4
年
）
が
1
時
間
2
分
25

秒
で
20
位
（
日
本
人
9
位
）
と
な
り
、

チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
会
心
の
走
り
を
み

せ
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
、

「
先
輩
と
し
て
意
地
の
走
り
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
最
初
か
ら

ハ
イ
ペ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
途
中
か
ら
苦

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
応
援
の
お
か
げ

で
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
走
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
主
将
の
三
浦
剛
さ
ん
（
デ
ザ
イ
ン
工

学
科
4
年
）
は
、「
選
手
が
充
実
し
て
き

た
こ
と
を
感
じ
た
大
会
で
し
た
。
来
年

は
よ
り
上
の
順
位
を
目
指
し
て
本
戦
出

場
を
決
め
て
ほ
し
い
で
す
」
と
後
輩
た

ち
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ー
ム
を
指
揮
す
る
前
田
直
樹
監
督
は

「
上
位
の
大
学
と
は
ま
だ
ま
だ
力
の
差
を

感
じ
ま
す
が
、
昨
年
に
比
べ
チ
ー
ム
の

タ
イ
ム
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。
勝
負
の

世
界
で
す
か
ら
、や
は
り
負
け
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
悔
し
い
で
す
。
選
手
た
ち
は

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
ま
た
来
年
頑

張
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

駅
伝
部
が
第
1
0
0
回
箱
根
駅
伝
予
選
会
で
23
位
を
記
録

©Getsuriku

©Getsuriku
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

受
験
生
に
芝
浦
工
業
大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ンパ
ス
が
、
大
宮
キ
ャ
ンパ
ス
で
は
7
月
29
日
か
ら
2
日

間
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
8
月
18
日
か
ら
3
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
事
前
予
約
制
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
各

日
程
の
予
約
は
満
員
と
な
り
、
5
日
間
合
計
で
お
よ
そ

9, 

0
0
0
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

大
宮
キ
ャンパス
で
は
、
各
学
科
の
学
生
が
研
究
室
や
ブ
ー

ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
、
高
校
生
た

ち
は
そ
れ
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
キ
ャ
ンパ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
現
役
学
生
の
視

点
で
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
を
紹
介
し
、

大
宮
キ
ャンパ
ス
の
魅

力
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
シ
ス

テ
ム
理
工
学
部
の
特

別
講
義
や
学
生
座

談
会
、
ご
父
母
向
け

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実

施
さ
れ
、
満
席
と
な

る
教
室
も
み
ら
れ
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

豊
洲
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
も
、

学
生
た
ち
が
実

験
の
様
子
を
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
ション

で
見
せ
た
り
、
実

際
に
制
作
し
た

建
築
模
型
や
デ

ザ
イ
ン
作
品
を
展

示
し
た
り
と
、
自

分
た
ち
の
研
究

内
容
を
工
夫
し

て
紹
介
し
て
い
ま

し
た
。
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

研
究
や
進
路
の
話
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
学

生
生
活
に
つ
い
て
ま
で
、
高
校
生
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

に
親
身
に
な
っ
て
答
え
る
学
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
2
4
年
度
の
工
学
部
課
程
制
移
行
に
向
け
た
特
設
ブ
ー

ス
が
置
か
れ
、
会
場
に
は
工
学
部
の
公
式
マ
ス
コッ
ト
・
テ
ク

し
ば
く
ん
も
登
場
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
実
験
教
室
や
留

学
紹
介
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
多
く
の
方
々

に
芝
浦
工
業
大
学
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学

対
面
型
オ
ー
プ
ン
キ
ャンパ
ス
を
豊
洲
キ
ャンパ
ス
、大
宮
キ
ャンパ
ス
で
全
5
日
間
開
催

20



テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
活
躍
し
て
い
る
、
イ
ェ
ー

ル
大
学
助
教
授
で
経
済
学
者
の
成
田
悠
輔
氏
と
芝
浦
工
業

大
学
の
学
生
と
教
員
が
対
談
し
た
「
S
I
T 

D
I
A
L
O
G
U
E
」
の
動
画
が
、
11
月
上
旬
に
芝
浦
工

業
大
学
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャン
ネ
ル
で
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

「
S
I
T 

D
I
A
L
O
G
U
E
」
は
、
各
界
の
著
名
人
と

成
田
悠
輔
氏
と
芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
と
教
員
が
対
談

芝浦工業大学
公式YouTubeチャンネル
SIT@shibauramovies

左から中川くるみさん（建築学専攻修士１年）、迚野南さん（機械工学専攻修士１年）、成田悠輔さん、苅谷義治教授（工学部）、原田曜平教授（デザイン工学科）

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
中
で
、
芝
浦

工
業
大
学
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
対

談
動
画
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
第
7
弾
と
な
る
今
回
は
、
近
年
メ

ディ
ア
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
成
田
悠
輔
氏
と
苅
谷
義
治
工
学

部
長
に
、
芝
浦
工
大
生
が
抱
え
る
悩
み
や
質
問
を
聞
い
て
も

ら
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
考
え
方
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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SIT NEWS芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

高
校
1
年
生
が
2
週
間
の
夏
期
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

歓
迎
儀
式
を
受
け
、マ
オ
リ
の
遊
び
や

伝
統
芸
能・ハ
カ
を
習
い
ま
し
た
。生
徒

た
ち
は
そ
の
お
返
し
と
し
て
、折
り
紙

や
書
道
な
ど
を
披
露
し
、日
本
の
文
化

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
と
て
も
楽
し

く
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
2
週
間
に

な
っ
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ

う
と
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
言
葉
や
文

化
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
力
に
な
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。今
後
も
積
極
的
に
海
外
留

学
な
ど
に
挑
戦
し
た
い
」と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
大
き

く
成
長
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
7
月
21
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
、高
校

1
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
S
E
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
附
属
中
高
と
協
定

を
結
ぶ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ラ
ザ
フ
ォ
ー

ド
カ
レ
ッ
ジ
を
拠
点
に
、2
週
間
の
海
外

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
語
学
研
修
や
技
術
系
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
ほ
か
、実

際
に
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
の
授
業

に
も
参
加
し
、現
地
の
生
徒
た
ち
と
と
も

に
数
学
や
社
会
な
ど
の
科
目
を
英
語
で

学
び
ま
し
た
。
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
火
山
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
や

ウ
ォ
ー
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、博
物
館
見
学

な
ど
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然
や
歴

史
、文
化
に
触
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
ま
し
た
。ま
た
、

休
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
街
へ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
な
ど
、現
地

で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、現
地
の
生
徒
た
ち
と
の
交

流
で
は
、「
ハ
カ・ポ
フ
リ
」と
呼
ば
れ
る

中
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
に
脳
科
学
者・中
野
信
子
さ
ん
が
登
壇

　
さ
ら
に
、脳
が
陥
り
や
す
い
思
考
の
偏

り
や
歪
み
を
表
す「
バ
イ
ア
ス
」に
つ
い

て
説
明
し
、「
脳
は
情
報
を
処
理
す
る
時
、

論
理
的
に
正
し
い
も
の
よ
り
も
、分
か
り

や
す
い
も
の
や
、自
分
に
と
っ
て
都
合
の

良
い
情
報
だ
け
を
選
ん
で
し
ま
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、特
定
の
人
物

や
物
事
に
対
す
る
偏
見
や
間
違
っ
た
思

い
込
み
、時
に
は
差
別
的
な
感
情
を
強

く
し
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、自
分
自

身
が
こ
の
バ
イ
ア
ス
に
捉
わ
れ
て
物
事

を
諦
め
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
す
」と
し
た
上
で
、自
分

の
意
志
や
希
望
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
中
野
さ
ん
の
話
に
終
始

耳
を
傾
け
、活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
講
演
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
が
、生
徒
た
ち
に
と
っ
て
将
来
の

糧
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
6
月
20
日
、中
学
生
の
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
講
演
会
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
、脳
科
学

者・
中
野
信
子
さ
ん
が
登
壇
し
、「
10
代

の
た
め
の
脳
科
学
入
門
」と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
し
ま
し
た
。

　
中
野
さ
ん
は
、10
代
の
脳
に
つ
い
て

「
常
に
発
達
を
繰
り
返
し
て
い
て
、こ
の

よ
う
な
急
激
な
発
達
は
人
生
の
中
で
二

度
と
起
き
ま
せ
ん
。君
た
ち
の
年
代
は
そ

の
発
達
の
最
終
段
階
。
こ
の
時
期
に
あ

ら
ゆ
る
経
験
を
し
て
、自
分
の
養
分
に
し

て
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
皆
さ
ん
の
脳
は
ま
だ
成
熟
し
き
れ
て
い

な
い
た
め
、合
理
的
な
判
断
を
し
た
り
、

情
報
を
適
切
に
処
理
し
て
冷
静
に
行
動

し
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
。ま
た
、

大
人
と
比
較
し
て
ス
ト
レ
ス
耐
性
も
あ

り
ま
せ
ん
」と
述
べ
、不
安
を
感
じ
る
こ

と
は
ご
く
当
た
り
前
と
し
た
上
で
、そ
れ

で
も
不
安
に
な
っ
た
ら
周
り
の
大
人
に

相
談
し
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
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関
係
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
、探
究
へ
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。本
校
で
は

以
前
か
ら
探
究
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、こ
の
分
野
に
お
け
る
情
報
の
発
信
地

に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
生
徒
主
体
の
発
表
会
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
教
員
主
体

と
し
ま
し
た
。本
校
の
新
た
な
機
軸
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
し
て
生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
、今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

水
泳
部　
水
球
で
男
女
4
区
分
と
も
に
全
国
大
会
出
場

「
探
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催　
全
国
か
ら
教
育
関
係
者
が
集
い
ま
し
た

　

8
月
17
日
よ
り
開
催
さ
れ
た

「
第
91
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」

に
水
泳
部
高
校
男
子
チ
ー
ム
が
、

8
月
22
日
よ
り
開
催
さ
れ
た「
第

46
回
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
」に
高
校
女
子
お
よ
び
中
学

男
女
チ
ー
ム
が
水
球
で
出
場
し
、

男
女
4
区
分
で
の
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
高
校
男
子
主
将
の
寺
嶋
大
翔
さ

ん（
高
校
3
年
生
）は「
県
予
選
で

は
自
分
た
ち
に
自
信
を
持
て
る
結

果
を
残
せ
な
か
っ
た
た

め
、関
東
大
会
に
向
け

て
改
め
て
チ
ー
ム
全
体

で
目
標
を
共
有
し
ま
し

た
。全
国
の
舞
台
で
は
、

強
豪
校
相
手
に
自
分
た

ち
の
力
を
出
し
切
り
、

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
プ

レ
ー
で
き
ま
し
た
」と
初

め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、高
校
女
子
主
将
の
竹
村
望
菜
さ
ん（
高

校
3
年
生
）は「
ほ
か
の
3
区
分
で
す
で
に
全

国
出
場
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
は
全
国

で
勝
て
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
た
め
、今
年

は
1
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

プ
レ
ー
を
し
て
い
く
中
で
チ
ー
ム
の
絆
が
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
」と
語
り

ま
し
た
。

　
「
来
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
、良
い
結
果
を

残
し
て
ほ
し
い
」と
話
す
二
人
。３
年
生
は
今

夏
引
退
し
ま
し
た
が
、そ
の
思
い
を
引
き
継
い

だ
後
輩
た
ち
の
今
後
の
活
躍
に
も
注
目
で
す
。

　
8
月
4
日
、教
育
関
係
者
向
け
に「
探

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
、北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
約
1
6
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
高
校
で
は
2
0
2
2
年
か
ら
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
授
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、生
徒
が
自
ら
考
え
、課
題
解

決
の
力
を
養
う「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」が
導
入
さ
れ
、そ
の
情
報
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
初
開
催
と
な
っ
た
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

ま
ず
、元
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
編
集
長・

山
下
真
司
さ
ん
が
講
演
し
、改
め
て「
探

究
」の
学
び
の
意
義
を
唱
え
ま
し
た
。ま

た
、本
校
と
神
田
女
学
園
中
高
の
教
員
に

よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、生
徒
の

興
味・関
心
の
広
げ
方
や
校
内
体
制
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
ほ
か
、（
株
）ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る「
探
究
」の
学
び
を
活
か
し
た
進

路
選
択
に
関
す
る
講
演
な
ど
、充
実
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
根
正
義
校
長
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り

返
り
、「
初
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
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